
動物遺存体の調査(9 ) 

埋蔵文化財センタ一

本年度に行った動物遺存体|対係の研究成来を報告する。 1)群馬県月夜野111]教委より提供を

受けた矢瀬遺跡;(純文晩JyJ)の土成の水洗選日IJ。住肘力1:・水坊を中心とした地点から土成を保1&

し，フローテーション技法を考案しながら分析中である。土中からは多くの焼什 ・植物部子が

採集され，今後の同定がf-.'j:たれる。2)山絞り1~. tI~~市教委による奈良H寺代から鎌倉時代にかけ

ての上長浜貝塚の発掘 ，整理!に参加lし，研究'1'である。r11'，正:国風土記j ・ 木仰など文献~;jS十と

の対比から，古代より中l止にかけての漁村の約済!と ・生活!との解明に大きな成採が期待できる。

3)使所遺構の研究 ;今年!立も各地で便所迂I仰の発婦が相次ぎ， 2月23日には平城宮資料館で

研究集会「使所をめぐる考古学」を開催した。当日は250r，を越えるi前日の参加者ーで制から夕刻
まで討議カfjtEり上がり，社会的にも大きな1tblを受けた。発表成味・は現在編集中である。f年報

]992J で制介した， 平減1江東二坊J:}j間路I国自!ll i昨 SD4699 の水洗他所発見のき っかけとな っ た!!~

航土の試料が，金原正明氏の手元に若ごF残っ ており ， その:(.J:~l:: !.l t卵分析の結果を新たに~~]るこ

とが出来たので収錯する。本;bt李|は金原氏が]989年に平城市j査部より花粉分析の依頼を受けた

|襟に， 将来の新たな分析が可能になったH寺のために採取し保竹していたものである。(怯)1・市)

平城京束二J:}j以illIJ路西側出SD4699の下附 (lOcmおきに 4̂'1 i\~ a-d) から， 千年~!lt卵が比較的

多く検出された(下凶参!!(!.)。分析結果は|支|示したが， ~:生虫卵 {立 回虫類 (Ascan's ) ・ 鰍!!.l t小型

(Triclllln's small type)を主に位大佑で 1cm3あたり234を示す。他にJJFI吸虫 (Clo川 町llissille，凶s)・異
形吸虫 (，¥Ielagollimus-Helerotllycs)・JJF舵類 (1ア'asciola-Pramlllislo削u川

来四大ilVi:砕jSD5100や朱行;大路京1J!1Ji昨SD02・京-J:}j大路間側iNtSD36 (r ?'-H.!. ili組成文化l!l;\114作概~・

11W;-令J1993 奈良市教委)では. :(.j:とl::!.l; ~ 1'l はまれに検11\ さ れるものの，多い拭*'1 で 1 CI113あたり

に算定して50内外の値を示す。SD4699下附の古代はやや大きく.:9't伎の成分がかなり多く合まれ

ていると Ii・える。他の消との1il[の黙なりは.9(.伎の汚染地または投楽地からの距離や椛による

用途の区別などが考えられる。他にベニバナ花粉の出現傾向との関係も図に示したがほぼ相|対

を示す。ただし 谷生虫卵数と全花粉数も羽"刻を示すため，水流による微細|遺体の淘i太が反映

されている可能性が高い。 (金IJ日正IJl-J.金IJ;(正チ)
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